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ワタボウシタマリンは米国においては非常
に高頻度に潰癌性大腸炎を引き起こし死に至
り､それを免れたものもその後に大腸癌を発症
することがよく知られている｡これらのことか
ら大腸炎.大腸癌の研究に最も良いモデルでは
ないかと考えられ様々な手法により研究がさ
れている｡今回我々は京都大学霊長類研究所に
て過去死亡したツタボウシタマリンのホルマ
リン固定標本を大腸を中心た検索した｡検索し
たいずれの材料からも大腸癌を思わせる所見
は兄いだせなかった｡また観察記録からも出血
性の下痢などは過去に観察されておらず明ら
かに米国におけるワタボウシタ7リンとは異
なった経過をたどっていた｡米国のりタポウシ
クマリンの:i-.要組織適合抗原複合体 (MHC)
クラス Ⅰは非常に特徴的であり原始的な.g4:
持つことが知られており.これが病態に関与し
ているのではないかと考えられていることか
ら現在我がlLjのツタボウニrタマリンのMHC
クラスⅠを検討中である｡
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